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Summary

Thetritiumlabeledcompound(SH-Proparthrin)

ofanewpyrethroid,2-methyl-5-(2-propynylト3-

furylmethy12,2-dimethyl･3･(2-methyl･1･propenyl)

cyclopropane･carboxylate(Proparthrin)wassyn･

thesizedanditsabsorption,distribution,excretion

andmetabolisminrats,wereinvestigated.

When3H-Proparthrinwasorallyadministered

atadoseoflOOmg/kg,40% and35%ofthegiven

radioactivity(SH)wereexcretedintheurineand

thefeces,respectively,within4days.Onthe

otherhand,38% and28% ofthegiven3Hwere

excretedintheurineandthefeces,respectively,
during4daysafterintraperitonealadministra･

tionatthesamedose.About40% ofthegiven

aHwasalsointhebileduring24hrafteroral

administration.

Thiscompoundand/oritsradioactivemetabo-

1itesweredistributedinthevarioustissuesand

thenrapidlydisappearedfrom thetissueswith

oneexceptionoftheblood(serum).

Radioactivesubstancesfoundinthebloodwere

mainlydistributedintheserum,buttheoriginal

compoundscarcelyexsisted.

Theoriginalcompoundwasnotexcretedinthe

urineandthebileofrats.Theglucuronideof

3-hydroxymethyI-5-(2･propynyI)･furanwhichwas

formedbyhydrolysisofProparthrinwasidenti･

一iedasamaJOrmetaboliteintheurineandthe

bile.

TheSelectiveActivityofRice･pestInsecticidesagainsttheGreenTticeLeAfhopperand

Spiders. SachioKAWAHARA,KeiziKIRITANIandTakafumi SAsAt)A(DivisionofEntomology,
PrefecturalInstituteofAgriculturalandForestScience,Ino,Kochi).ReceivedMay6,1971.
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18.各種殺虫剤のツマグロココバイおよびクモ矧 こ対する選択性 川原1-i･:･'夫,桐谷虫敵 役波
除文 (高知払出林技術研死所)46.5.6.受理

ツマグロココバイとその捕食性天敵であるクモ類に対する各種ニカメイガ, ウンカ･ヨコバイ剤

の比較感受性をしらべ.ツマグロヨコバイに有効で, クモ類に好餌の少ない殺虫剤を選択し, 田場

で具体的に応用した.その結果をもとにして縫合防除との関連で考究した.

ニカメイガ防除のためのBHC剤の施用はウンカ･

ヨコバイ類の韮要な天敵であるクモ類を殺し,そのた

めにかえって ヨコバイ額の相加をきたした1,2).これに

対しあらたに使用されだしたマラソンなどの殺虫剤に

対しても抵抗性が発達した事例は各地でみ られてい

が 一1･8). このことは一方でつねにヨコバイの増殖条件

をつくりながらまた別の殺虫剤で防除し.抵抗性の発

辺を助良するという矛盾した対策がとられていたこと

に他ならない.このような滞在害虫の害虫化,害虫の

蛇抗性の班柑1･り )など良薬の乱用によって派生するい

ろいろな副次的要田を仙 L:するためにはそれぞれの作

物のiL!恐系を組N柳ことらえ,まずその作物とその地

城における_7TEW.1F出.水稲ではおもにニカメイガの防
除法について根本的に'fTi検討する必要があると思われ

る.

近年,世界各地で害虫の総合防除について具体的事

例が提出され7.8･9,10),なかでも天敵類の有効な利用の

重要性が強調されているが.殺虫剤と天敵を組合わせ

た防除を試みる場合,害虫と天敵の殺虫剤に対する感

受性を比較検討し,害虫には有効で天敵籾には膨芯の
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少ない殺虫剤を知る必要がある.

ここではツマグロヨコバイとクモ類に対する種々の

ウンカ･ヨコバイ剤,ニカメイガ剤の作用を室内.野

外の両実験から比較検討し,水稲害虫の総合防除と関

連して考察した.

Ⅰ 試験材料および方法

1. 室内試験

ツマグロヨコバイ 検定に用いた高知系統ツマグロ

ヨコバイは1968年8月南国市大桶で採災し,25oC,16

時間.q明のもとでイネの芽出し苗を与えて累代飼育中

のもので羽化後4-5日経過した雌成虫を供試した.

宮城系統は1968年7月,田城岱試から送付され,以後

高知系統と同一条件で累代鋼帯したものである.

クモ獄 水田および休閑田において,株わけ採災法

またはサクシ?ンキャッチャーによって採災したキク

ズキドクグモ (I,ycosa♪seudoannuEata)およびセス

ジアカムネグモ (Oedothoraxinsectt'ccL)S)の雌成体1
を眺誠した.

眺試兆剤 現在すでに登録ftf収されているニカメイ
ガ,ウンカ･ヨコバイ剤を用いた.すべて乳剤または

水和剤で成分含出は次のとおりである.
1.MAC

2.BPMC

3.MTMC

4.MIPC

5.MPMC

6.CPMC

15% 8.Diazinon 40%

50% 9.Sumithion 50%

30% 10.Chlorophenamidine
(E) 50%

20% 11.Chlorophenamidine
(W) 60%

30% 12.CARTAP 50%

20% 13.DDT 20%

7.Malathion50% 14.BHC 20%

検定方法 ウンカ･ヨコバイ獄に対する殺虫剤の効

力枚定方法として.局所施用法,ドライフィルム私

記Tl'舵 がある.局所施用法は再現性が高く効果判定も

知l榔tJでできるが.一皮に多数個体を処理することが

できず,97力を多く変する点で一般的でない.ドライ

フィルム班は局所舶用と同程度に再現性が高く効果判

定も容封であるが.桝を与えない彫塑が長時間後にで

るのが別所である.またセスジアカムネグモのような

造網性の柾では試験竹内に綱を張るため,個肘こよっ

て薬剤接触の程皮に丑があり.試験方法として適当で

ない.浸漬法は描皮なiI5軸性は湖柏できない欠点はあ

るが,一度に大虫の個体を供試することが可経であり,

薬剤に対する付着も確実で,扱作も隅蝉である.ここ

ではこのような諸方法の長粒所を考臆してツマグロヨ

コバイとクモ獄の比較にもっとも適当と考えられる浸

tJlj班を採用した.

ツマグロヨコバイおよび クモ塀は,径3cm,長さ

122

5cmの両脚を金網で覆った どこ-ルチューブに ツマ

グロヨコバイは10個体,クモ獄は1個体ずつ入れ,釈

定氾皮に水道水で稀釈した薬液に20秒浸切したのち余

分の薬紋を折紙で吸取り,径1.5cm,良さ12cm の

ガラス管にいれて,餌は与えずに25oC,100%R.H.
のもとにおいた.結果はそれぞれの絶食耐性時間を考

慮して,ツマグロヨコバイは6時間後,クモ軌ま24時

間後の死亡率を調べ,各薬剤に対する氾皮一死亡率曲

線をBlissの Probit法に従って計算し,中央致死氾

皮を求めた.供試個体数は各薬剤ともツマグロヨコバ

イは1回50個体,クモ類は25個体を用いた.実験の繰

返しは各薬剤とも2-5回行なって得られた LCBOの

平均伯を用いた.

2. 圃場 試験

越冬期の休閑田 (1区面机 :30m2) を使用して,

BHC,BPMC剤を10a当り3kg施用し,舶用前お

よび施用後はば10日ごとにサクシマンキャッチャーに

よる方形枠採災法 (0.3mx2m)でツマグロヨコバイ

およびクモ獄の個体数を各区3カ所調べた.なおサク

シ.ンキャッチャーは1回2分作動し,1カ所4回練

返し採災した.採災個体はビニール名刺こいれ,室内に

持帰り銅徽鏡下で分筑 低体数を記録した.なお試験

方法の詳細については各項日ごとに記述する.

ⅠⅠ 試 験 結 果

1. 各種殺虫剤に対するツマグロヨコバイとクモ類の

!･B受性

現在市販されている主要なニカメイガ,ウンカ･ヨ

コバイ剤に対するツマグロヨコバイとクモ殻の中火致

死兆虫 (LCB｡)を検定し,節1表に示した.節1表か

らあさらかなように,高知産ツマグロヨコバイ (マラ

ソン抵抗性系統)Jは,宮城確ツマグロヨコバイ (マラ

ソン感受性系統)に比校してカーバメート系薬剤に対

し2.-3倍,有機燐剤に対しほほ10倍鐙皮の感受性の

低下がみられる.さらに田場におけろ班用年数の知い

CARTAP剤に対しても高知系統は,宮城系統に比校

して.約6倍感受性レベルが低下している. しか し

BHC剤に対する高知系統のツマグロヨコバイは,カ

ーバメート 有機燐剤とは逆に宮城系統に比較してL:

千感受性は高い他を示したことは興味況い.

キクズキドクグモに対する各位薬剤の LC60仙ま.

兆剤の疎放によって大きな変動を示す.カーバメート

剤では平均150ppm 程度でその変動巾は比較的小さ

いが.有機燐剤では薬剤の種額によって変動は大きい.

供試したメイチュウ剤申もっともLC80他の小さいの
はChlorophenamidine乳剤である.しかしChloro･

phenamidine水和剤は逆に LC80他はもっとも大き
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Tablel. LC..valuesofleafhoppersandspiders,andtherelativetoxicity(LCB.bf I

spider/LC800日eafhopper)ofspiderstothe.variousinsecticides.LCBOWas
assessedbysurvivalsafter6and24hrsofdippingforspidersandleafhop･ べ､

pers.respectively.

Insecticide
Oedothoraxzlnsecticeps

LC｡｡RR_esltartaiiVnest_OsXti,ci諾
132.5 61.4 2.16

176.1 89.8 1.96

■176.1 76.0 2.32

200.8 32.8 6.12

173.0 52.2 3.32

293.9 135.2 2.17

735.0 63.1 11.65

618.1 268.1 2.31

6322.7 .463.7 13.糾

1577.7

5000.0

1445.2 261.0 5.54

645.5

228.1 373.0 0.61

く,クモ料に対する作用は他剤に比較してきわめて低

い. この追いの原跡ま乳剤の原体成分が Chlorophe･

namidinefreebaseであり,水和剤が垢横溢である

ことによるものと恩われる.このように原体成分の芸.

によってクモ矧こ対する作用がはっきりと舛なること

は製剤上 施用上江目すべき点である.またクモ効に

対するLC60他は一般的にみて有機燐剤では大きく,

ついでカーバメート剤であり,有機脆該;･剤はもっとも

小さい.とくに BHCの LC印伯は最小である.

セスジアカムネグモに対するLCBO他は各兆剤をつ

うじて.すべてキクズキドクグモに比校して大きい.

とくに BPMC,MEP,Chlorophenamidine水和剤

のLCB.は 3,000ppm を示し池'.ri'f施用員ではほとん

ど彫轡はみられないものと思われる.しかしBHC剤

に対してはキクズキドクグモと同じようにきわめて高

い感受作を示すことがわかった.

以上のようにクモ獄の薬剤に対する感受仕は薬剤の

f耶訓こよって大きく変動し. とくに両班ともBHC,

DDTなど粒諺;系殺虫剤の LC80LIltの小さいことは江

口すべきである.

2. クモ規とツマグロヨコバイの比較感受性
以上 ツマグロヨコバイとクモ桝の超獄別に各薬剤

に対すろLC80値についてみたが,応用場面で重要な

ことは両者の殺虫剤に対する感受性の比較値である.

そこで各薬剤についての比較感受性値 (relativeto又-

54077882844■4.68663201000000014780004-5'弧70.34.50弧g98821125171

0
.
96

2
.
82

0
.
93

4
.
ll

2
.
87

1
.
48

7
.
92

0
.
74

3
.
84

85.9 0.05

1054.2 0.21
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72.6 0.11 1.45

5.6 0.02 0.02

1044.0 7.88 17.00

4345.2 24.67 48.39

650.0 3.69 8.55

2481.2 12.36 75.65

1532.8 8.86 29.36

2044.1 6.96 15.12

2173.5 2.96 34.45

3220.2 5.21 12.01

3605.8 0.57 7.78

91.5 0.06

7008.1 1.40

1694.0 1.17 6.49

100.8 0.16 2.02

14.4 0.06 ■0.04

icity;ツマグロヨコバイの LCM旭をクモの LCb.伯

で除した他)を計許し郡1表に示した.
絹知系統のツマグロヨコバイに対するキクズキドク

グモの比醸感受性は,BPMC剤を除いたすべての兆

剤で1以下の他を示す.一般的にみて比峨感受位相ま.

ウンカ･ヨコバイ剤よりもメイチュウ剤で小さい他を

示し,とくに DDT.BHCなど有梯出芽;･刑の仙 まき

わめて小さい.他JJn･1城系統ッマグロヨコバイに対す
るキクズキドクグモの比恨f･B受性伯はウンカ･ヨコバ

イ剤ではマラソンがもっとも拓く,ついで MTMC,

BPMCの咽に高い肌を示すが,BHCに対しては高知

系統と同じようにその他まもっとも小さい.

セスジアカムネグモに対するツマグロヨコバイの比

較感受性伯は高知系統ではカーバメート剤,宮城系統

ではBHCをのぞいた各兆剤で1以上の値を示し,セ

スジアカムネグモのツマグロヨコバイに対する比較感

受牲l仙ま.キクズキドクグモに比柁してはっきりと大

きなfhを示すことがわかった.
3. 田切 試験

前項においてニカメイガ剤であろBHC剤のクモに

対するLC60値はきわめて小さく,またクモに対する

比較感受性値もきわめて小さな値を示し,メモ獄に対

して強く作用することが示された.他方カーバメート

系の BPMC剤はツマグロヨコバイに対しては他のカ

-バメート薬剤と同等であるが.クモ掛 こ対する比較
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感受性値はもっとも大きな値を示し.クモ数に対する

作用は比較的少ないことがわかった. このように室内

条件で実験的に得られたツマグロヨコバイおよびクモ

類に対する特異的作用が,田場条件においてもみられ

るかどうかをツマグロヨコバイ,クモ塀ともに移入,

移出の少ない越冬期をえらんで試験した.

研究所田場の中和刈取後の休閑田 (面相 :30m2)

において1968年,12月17日,BPMC4%粒剤を悦行施

用し (10a当り3kg),施用前および施用後ほぼ 10日

ごとにサクションキャッチャーによる方形枠採鎌法に

よって,ツマグロヨコバイとクモ靭個体数の推移を調

べた.なお,採袋サンプル中にはツマグロヨコバイ以

外の超名不詳のウンカ･ヨコバイ塀も少数個体混在し

たが,その比率は1%以下であるので,まとめてツマ

1968

Fig.1. Effectof4% BPMC-granularformulation(3kg/1000m2)Onnumbers
ofgreenriceleafhopper(left)andspider(right)inthepaddyfield.
Theleft･abovearrowdenotesthetimeofinsecticidaltreatment.

124

1969

Fig.2. Effectofgranularformulationsof6%γBHCand4% BPMCapplied
atarateof3kg/1000m20nnumbersofleafhoppers(left)andspi･
ders(right)inthepaddyfield. OtherexplanationseeFig.1.
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グ13ココバイとして把捉した.さらに1969咋12月3日.

BHC6%粒m.BPMC4,00'粒剤を (而fl'1:25m2)10a

当り3kg旭川した.処世区間には脚 FシートをIT)い

て薬剤の流入を防止した..Val己の方法は1968印と同じ

である.

郡1図に1968坪から1969印にわたるiJi狐を,耶2図

に1969印から1970年3月までのツマグロヨコバイとク

モ獄の桐紙数の約Llを平方米当り呼物 胴体紋で示した.

耐iF.をつうじて,薬剤施用前のクモの種籾的成はセス
ジアカムネグモが主体で約90%をしめ,ついで ドクグ

モ想,コノハグモ類が主な梢成種であった.

節1図からあさらかなように BPMC剤区は無処理

区に比較してツマグロヨコバイの個体数は急激に減少

しているがクモ獄の胴体数は無処理区と同じようには

っきりと糊 口幌向を示す.邦2図は郡1図とやや只な

った傾向を示していろ.すなわち1968年から1969坤に

おけるクモ獄m体数は BPMC剤施用区,佃処理区と

もに土即口煩向を示したのに対し.1969年から1970年に

かけて孤立した結果は各区とも個体数は減少幌向を示

している.このことは1968年に比校して1969年は燕剤

舶用直後から急激に温度が低下したことが一つの要因

と考えられる.他方,ツマグロヨコバイの桐休数はど

の薬剤区も紐処理区と同程皮に姐少しているが,城少

の程度は BPMC剤区がもっとも取77･である.一般的

にみてクモ塀胴体数はBHC剤区で.紙処理,BPMC

剤区と比幌して滅少程皮が器しく,とくに薬剤施用後

2,3カ月経過した後でもはっきりした差がみとめられ

ち.なお図には示さなかったが,薬剤感受性の高いキ

クズキドクグモは.BPMC,餌処胡!区では小数胴体で

はあるがみとめられたのに対し,BHC剤区ではまっ

たくみられなかった.これらのことからBHC剤は,

川場条件下においてもクモ獄に大きな好笹をおよはす

ことがわかった.

卵3,4図は,節1,2図の結果をもとにして,ツ
マグロヨコバイに対するクモ獄個体数の比率の移 りゆ

きを示したものである.耶3,4図から,両年 と も

BPMC剤区は餌処理区に対比して, ツマグロヨコバ

イに対するクモの比率は水剤施用後,急激に高くなる

のに対し, BHC剤区では無処平坦区とほとんど同程度

で推移している (第4図)しかし2月末の'.?,'Wfで畑処

理区の比率がBPMC,BHC剤区に比佼して大きな肌

を示した.この理由はくわしくわからないが,サンプ

I)ングkfは かもしれない.

ⅠⅠⅠ 考 察

水田におけるウンカ･ヨコバイ額の捕食性天敵とし

てもっともmn-Lな クモの税額は4-5種で2･18,日), こ
れらクモ桝のウンカ･ヨコバイ矧 こ対する死亡要因と
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Fig.3. Changesin ratio ofnumber of
leafhopperstothatofspidersinthe

paddyfieldtreatedwith4%BPMC
granularformulation(3kg/1000m2)
OtherexplanationseeFig.1.

ltJ以I

Fig.4. Changesinratioofnumberofleaf･

hopperstothatofspidersinthe

paddyfieldtreatedwithgranular

formulationof6% γ-BHC and4%
BPMC,3kg/1000m2each.

OtherexplanationseeFig.1.
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しての随き方は餌密度に逆依存的で,餌密皮が低いと

きには有効に働くが,餌密度の増加とともにその盃変

性は減少することがあさらかにされている (桐谷ら未

発表). このことはクモ数の捕食碓力が, ウンカ･ヨ

コバイの数の増加においつけないためであると考えら

れている.

Bartlettll)は総合防除をすすめるための)基礎として

種々な薬剤に対する寄生粗 描食性天敵の感受性比校

を最初に試み,HamiltonとKieckhefer12)はヒゲナ

ガアプラムシ (MacrosiL･humavenae)とその捕食性

天敵に対するマラソン,パラチオンの LCooを調べ,

両者の比佼相性伯から,両薬剤とも捕食虫に与える膨

矧 ま低いことから防除計画に組込むことの可能性を示

唆している.

Sternetal.8)はアルファルファアプラムシ (Ther･

foa♪hfsmacutata)の防除において,天敵と出光の

統合の一つとして害虫と捕食者との比率をかえること

を脚 臼した.このような生物的防除と化学的防除を組

合わせた具体的試みは,Hoyt7),Wayetat･l)によっ

てなされており,いずれも選択的殺虫剤を用いて殺虫

剤散布後の天敵の役割を助長させることによって智虫

の密度を良1抑LTB経折的許容水準以下に保たれることを
示している.I

水mにおいて,ウンカ･ヨコバイ獄に対する天敵と

してクモ桝のイJ効な働きを期待するためには,クモ当

りのウンカ･ヨコバイの個体数を,クモ獄が飽きうる

レベルまでおさえる必要があると考えられる.われわ

れは牧山剤l''払佃こよってクモ萩に対するウンカ･ヨコ

バイの比巧iをクモWlが有効に働きうる城田に変化させ

ることによ(),LTl櫨的に天敵としての利用をはかるこ
とを巧A.た.このためにはツマグロヨコバイには有効

でクモ瓜には膨世の少ない逃択的な殺虫剤の班用が必

出である.別-/上村収されている主要な水稲52Jl･虫の防除

剤に対するツマグロヨコバイとクモ籾の殺虫剤感受班

杏.rlり火放タE肌皮 (LC80)について,求めまたツマグ

ロヨコバイに対するクモ斑の比校感受性を検討した

(節1表).そのk.fi班別時点におけろニカメイガ,ウン

カ･ヨコバイ剤のなかでは BPMC剤が比絞感受性

(relativetoxicity)が1以上の補い伯を示し.ウンカ

･ヨコバイ剤として好適な兆剤であることが示唆され

た.なお,この比較感受性値は前知系統のいわゆるマ

ラソン抵抗性ツマグロヨコバイとの対比他であって,

もし同時に調べた感受性系統の宮城産との比較伯で示

すならば BPMC剤の他,マラソン剤も同じように拭

い他を示す (節1袈). したがってクモ類の殺虫剤に

対する感受性が,地域によって変らないとすれば,ツ

マグロヨコバイのマラソン抵抗性地相以外の地域では

BPMC剤と同じようにマラソン剤も有望な薬剤とい
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えよう.前記した室内実験でクモ籾とツマグロヨコバ

イに対し,特異的な作用を示す BPMC剤とBHC剤

を用いて,田場で検討したところ,BPMC剤区にお

いてはツマグロヨコバイの佃件数は急激に減少したの

に対し.クモ勅個体数は無処理区と同傾向の消長を示

した,他方 BHC剤区では,クモ獄個体数はは少した.

すなわち田場条件下においてもBPMC剤はツマグロ

ヨコバイに対し選択的に作用し,クモ類にはほとんど

膨蟹がなく室内試験と全く同じ結果を狩ることがあさ

らかとなった.桐谷らは13),BPMC剤の他いろいろ

な殺虫剤を用いてツマグロヨコバイの発生期における.

殺虫剤とクモ殻を組合わせた防除の可能性を検討し,

Diazinon区ではツマグロヨコバイの個体数はR.投-jli

区より土削HL,またクモ斑個体数に対するツマグロヨ

コバイの個体数もDiazinon区はBPMC剤区の4倍

にも迂した.このことはツマグロヨコバイの発生脱に

おいてもBPMC剤はツマグロヨコバイに対し退択的

に作用し.クモ斑にはほとんど雄響しないことを示す

ものであり.同時に兆剤散布後のクモ煩の拭い捕食効

JRが期待されることを示している.

WayetaL･9)はコモチカンランに寄生加flHするアプ

ラムシに対してその捕食性天敵を有効に利用するため

にアプラムシには有効で.天敵殻には作17]の少ない

menazon剤を供試して実験を行なった. その結架ア

プラムシは長期間低密皮に保持することができたと報

告している.

このような召出には有効で,天敵勅には膨蟹の少な

い退択的殺虫剤.たとえば前記の WayctaL.の供

試したmenazonやわれわれがあさらかにしたBPMC

剤は,gLJ'･虫の多発生時に施用することによりその後の

彰虫に対する天敵獄の比率を変化させ.天敵獄の効鵬

を高めることができる.

以上のことから水田におけるウンカ･ヨコバイ剤と

しては BPMC剤が天敵に対する作用が低く.蚊も退
JTl可能な非剤といえる.他方ニカメイガ剤の BHC剤

は水稲苦虫はじめ他のいろいろな苦虫に巾広く川いら

れてきたが,土駄 作物体,食品中への蛇田性.蕊

たここに示したクモ斑に対する膨響からもっとも不適

当な薬剤である.したがってBHCに代るニカメイガ

剤としては.クモ枚に対する作用のみにかぎってみた

場合,現在市販の殺虫剤のうちでは Sumithion.Ch･

lorophenamidine,CARTAPなどが適しているとい

えよう. しか し殺虫剤の害虫および天敵に対する作

用は,剤型によって大きな差がみとめられる.ここで

は乳剤についてクモ規とウンカ･ヨコバイとの比収感

受性について検討したが,現在,田場で蚊川される殺
虫剤の剤型は主に粉剤,粒剤であることから,これら

剤型別の天敵矧 こ対する作用も検討すろ必要があろう
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またここでは検討しなかったが,ニカメイガを対茨と

した菜柑l剤については.ニカメイガとその天敵との比

暇感受性の枝村が必71Aiなことはもちろんである.

以上.現在TTi蝦のニカメイJI.ウンカ･ヨコバイ剤
についてクモ刑との比小突感受性の軌::tから.イJ効な黙
剤をあげたが.従来ml卯こおけろ牧山剤のlIJJ一除効封は,

散布出後の速効的殺虫効果をm-Jよに判定されてきT=.

しかし今後は殺虫剤の防除効果の半u定は.速効他より

ち.散布後の,苦虫密度の回役の程度からみた朽政和

の必要性の有無,すなわち長期にわたって苦虫桐休7ft

を被害レベル以下におさえ得る効果の有無で防除効果

を判定することが蛮要であろう,

このことはひいては苦虫の総合防除をすすめる前提

としての殺虫剤の散布回数の減少を可能にし.良薬の

残田沼ij,告虫の抵抗性班子守など投薬一辺倒の告虫防除

法から派生する-迎の皿郊公告の回避にもつながるも

のである.

摘 要

水稲告虫の縫合yJ'除を確立するための一環として,

ツマグロヨコバイとその抑食性天敵であるクモヲ訓こ対

する和々な殺虫剤の作FT]を苑内,関城の両条件下で検

討した.

1.高知庄マラソン抵抗性ツマグロヨコバイは田城系

統に比校して,BHCをのぞいた各5tR剤に対し岱受性

低下がみられ.その程皮はカーバメート剤で2-3LILY･,
有機燐剤で約10倍であった.

2. ウンカ･ヨコバイImに対し,もっとも3rf要な投割

をもつ大型のキクズキドクグモは,小型のセスジアカ

ムネグモに比校して薬剤感受性はきわめて高い.

3. 高知系統ッマグ｡ヨコバイに対するセ1スジアカム

ネグモの比較感受性伯は BHC,DDT,Chlorophen-

amidine乳剤をのぞいた各薬剤で同い値を示すが,辛

クズキドクグモに対する比較感受性はBPMCをのぞ

いた各黙剤において1以下の俄を示し, とくに BHC

に対する感受性はきわめて高い.

4. 悶場でBPMC,BHC剤を施用し,ツマグロヨコ

バイ, クモ矧 こ対する作用を調べたところ,BPMC

剤はツマグ占ヨコバイに選択r伽こ作用するがクモ和に

はほとんど好甥しない.逆にBHC剤はクモ対に対し

てのみ放く作用することがわかった.

5. 室内,田切両条件をつうじてクモmに対する作用
のもっとも大きいのはBHC剤で.もっとも彫IL巧の少

ないのは BPMC剤 である.これらのことからウンカ

･ヨコパイの多発生時のBPMC剤の舶用はツマグロ

ヨコバイに対するクモ類の比率を変化させ,捕食性天

敵としての役割を高めることが期待される.
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Summnry

Thispaperisapartoftheintegratedcontrol

programthatmakescompatibleuseofinsectici･

desandnaturalenemiesforcontrollingricepests.

Theinitialstepindevelopmentofsuchaprog･

ramistoobtainevidencethatthedifferential

toxicityresponsetoinsecticidesfavoursthenat･

uralenemiesofthepests.

ComparisonofsusceptibilitiestOVariousinsec･

ticidesbetweenthegreenriceleaEhopper,NcJ)ho･

ECFEixcf.nCLl'ceL)sandspiders,Lycosa ♪scILdoan･

nuLataandOcdoEl10raXinsccLl.CC♪swasmadein

thelaboratory,andtheselectedcandidateswhich

revealedthese一ectivetoxicitytotheleafl10pper

orspiderswerealsoexaminedunderfieldcondi･

tions.Alltheinsectsusedfortestsin thelab-

oratorywereobtainedfrom thestockcultures

(resistantandsusceptiblestrainstomalathion)

maintainedat25oC,75% R.H.,and16hrs
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illuminationonriceseedlings.Testsweremade

for4-5daysoldadultfemalesofthegreenrice

leafhopperandforadultfemalesofspiderswhich

werecollectedinpaddyfields.Dosage･mortality

testsofinsectsandspiderswerecarriedoutby

dippingtheminvariousdilutionsofatestinsec･

ticideandtheirmortalitywasassessedafter6

hoursforN.cincticeL)sand24hoursforspiders

keepingthemat25oCwithoutfood.

Granularformulationsofγ-BHC andBPMC

containingrespecitvely6and4percentactive

Ingredientswereappliedatcommercialrateof

3kgperlOOOm2inDecember1968and1969to

thepaddyfieldaftertheharvestofrice.Changes

innumbersofleafhopperlarvaeandspiderswere

studiedat10dayintervalsuntilMarchbya

vacuumsampleroperatedinaquadrat(0.3×2m)

placedontheexperimentalplotsof30m2each.

Samplingswererepeated fourtimesineach

quadratandthetotalnumbersofleafhoppers

andspiderswererecorded.

TheLC"dosesofthemalthionresistantstrain

wereten,fiveand2to3timesgreaterthanthose

ofthesusceptibleonefororganophosphorus.carl

tapandcarbamatecompounds.respectively.By

contrast,theLC60doseofBHCintheresistant

strainwasnearlyonehalfthatofthesusceptible

one.Generally,theLC50dosesforLycosawere
lowerthanthoseforOedothorax.TheindicesoL

relativetoxicity(LC80forspiders/LC5｡forleaf･

hoppers)oftheinsecticidesusedweregreater

thanunityforOcdothoraxexceptforBHC,but

werelessthanunityforLycosaexceptforBPMC

(acarbamateinsecticide).Especially,BHCshow･
edllightoxicitytobothkindsofspiders.By

fieldexperiment,itwasalsoconfirmedthattile

BPMCwasselectivelytoxictohoppersbutwas

lesstoxictospidersandthattheBPMCtreat･

mentimprovesthebalancebetweenspidersand

leafhoppersinfavourofspidersandenhances

thecontrollingeffectofspidersonleafhoppers.

Ontheotherhand,BHCwhichwashighlytoxic

tospidersalmostannihilatedthespidersinthe

field.

OnttleJllackPigmentoftheLaryallntegumentoftlleArmyworm,LeueanEaBeParata+.

Hajimelkemoto(TokyoPrefecturaHsotopeResearchStation,Setagaya,Tokyo)ReceivedJune

29,1971.Botyu･Kagaku36,128,(1971)(withEnglishSummary131).

19･アワヨ トウ幼虫の皮抑 こみられる黒色色素●池本 始 (東京都立アイソトープ総合研究所,
東京都tu田谷区)46.6.29.受BJi

高密度飼育によって生ずる幼虫の氾色色素を抽出41離し,インドールメラニンであると同定した.

緒 員

アワヨトウ Leucanl.aSeParataの幼虫は生息密度

の変動により体色変化をおこす.高密度では患色幼虫

が発別する.この,rll.色色諸芸はインドールメラニンであ

ることがあさらかになったので種田する.

実験材料および方法

実験にはトウモロコシの燕をあたえて全幼虫期間を

シャーレあたり10-10戯匹で飼育した6令幼虫 (3000
匹)の皮膚を用いた.池本 (1970)I)の方法にしたが

*本棚伍の概要は昭和45年4月8日日本応用動物昆虫
学会で発表した.
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って男色色素を抽出嘩離し,五軟化燐上で乾固した.

この化合物を用いていろいろな化学的性田をしらべた

が,その一環としてアルカリ熔融をおこなった.アル

カリ熔融は池本 (1970)1)の方法にしたがった. そし

てアルカ.)熔融物のエーテル抽出物を東洋折紙No.50

を用いたペーパークロマトグラフィー法 (25oC)で分

離同定した.里色剤として Pauly試薬 (ジアゾ化スル

フyニル敢)および3%ェクノール性塩化鉄 (Smith

1958)2)を用いた. なお. マスペーパークロマトグラ

フィー法によってアルカ1)熔融物を展開し,折紙から

クエン酸邦二ナト.)ウムーNaOH緩衝紋 (pH5.6)で

抽出し,紫外線吸収スペクトル測定の資料とした.

9.包色素の抽出には外皮 (20匹)を0.5N,NaOH

で約2時間煮抑する方法も用いた.そのT札 時々鵜発


